
2017年6月9日（金）　12：30～13：30

司会者：小林　喜司男君

ソング：「手に手つないで」「四つのテスト」

卓上花：ひまわり・サンデリアーナ

ニコボックス委員会：成瀬　会宣君
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■会長：冨岡　里美
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■　職業奉仕委員会

市川　護君

12名

85.96%

5月26日　第2915回例会
89.65%

59名

戸谷　央君 ■　出席報告

　◆　クラブフォーラム　事業報告発表

職業奉仕委員会　社会奉仕委員会　国際奉仕委員会　青少年奉仕委員会
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加藤　正人君 

45名

49名

　8名

■　会長挨拶 冨岡　里美会長

■　幹事報告

安城ロータリークラブ

週報
【 No.771 2017/6 第2例会 】

例会日：毎週金曜日
例会場：碧海信用金庫本店3F

安城市御幸本町15-1
TEL：0566-75-8866
FAX：0566-74-5678
Email：anjo-rc19580206@katch.ne.jp 
HP：http://www.anjo-rc.org

第2917回例会

2016-2017年度RIテーマ：

「人類に奉仕するロータリー」

安城ロータリークラブ会長方針：

「地域社会に貢献し笑顔を共有しよう ～Let's smile together ～」

1. 本日11：30～次年度理事会、18：30～川本にて

本年度理事及び委員長懇談会を行います。

2. 6/13（火） 先月延期になりました、明祥中学校の

油ヶ淵清掃活動が開催されます。

また18：30～ベジトルノにて新会員歓迎会・会員増強

委員会を行います。

3. 6/14（水） 11：30～花の宴にて、記者懇談会を開催

いたします。

4. 本日配布いたしました、入会候補者への異議のあり

ます方は、理事会にお申し出ください

Let's smile together 地域社会に貢献し笑顔を共有しよう

本年度、職業奉仕委員会としましては、事業計画に基づき様々な事業を

行って参りました。

１０月には、会員の平井さん（東海東京証券）にお願いをし、大名古屋ビル

ジィング３３Ｆにて職場例会を行いました。１月には、委員の小野内さんに

全ての手配をしていただき、伊勢神宮にて来年度安城ロータリークラブ

６０周年の成功祈願を含め参拝をして参りました。また、その後の例会にて

赤福の濱田会長様に卓話をしていただきました。そして３月には、愛知県

トラック協会中部トラック総合研修センターにて、施設見学を含めた職場

例会を行いました。職業奉仕はロータリー活動の基礎であると言われます

が、非常に分かりにくいものであります。しかし、こうした職場例会を通じて、様々な職業を知ることで職業奉仕と言

うものを考えれる事ではないかと思います。副委員長の外山さん、委員の小野内さん、職場提供をしていただいた

平井さん、移動例会により手数をおかけしました会場委員会の皆さんをはじめ、会員の皆様のご協力に感謝を申し

上げ、委員会活動報告とさせていただきます。１年間ありがとうございました。 委員（副）外山勝美・小野内宣行



■　社会奉仕委員会

■　国際奉仕委員会

　

　

■　青少年奉仕委員会

恒川　憲一君

青山　竜也君

 
杉山　淳一君

社会奉仕委員会は、当初の事業をほぼ実施することができました。

①安城七夕まつりダンスコンテスト（８月６日）

４０組近くの応募があり、大変盛況の中開催され、我々安城ロ－タリ－

も参加をし、市民の皆さんとの交流が図れました。今年もコンテストが

開催されるようですので応援をしていきたいと思います。

②ＲＣＣ 安城少年野球大会の開催

１１月は岡崎選抜チ－ムとの対抗戦を行いました。岡崎チ－ムの圧勝で

力の差を感じました。２月には、安城市内のチ－ムが参加し、５年生チ－

ムと６年生チ－ムに分かれ白熱した好試合を展開し、多くの感動を体験

しました。

③三河安城駅に「ひかりを止めよう」運動

昨年の七夕祭りにおいて多くのメンバ－の協力を得て、たくさんの署名を頂くことができました。

④環境保全５３０運動は、天候の不順によって延期され、６月１３日に開催予定

すべての事業に対して、石川徳重副委員長、清水正幸さん、竹内通裕さん、神谷明文さんの協力によって有意義

に事業が実施できました。 心より感謝申し上げます。

委員（副）石川徳重・清水正幸・竹内通裕

本年度の青少年奉仕委員長を終えまして、非常に充実感があります。

そのひとつがRYLAセミナーでした。今年度は２０１７年３月２５―２６日に

「つどいの丘（全トヨタ労連研修センター）」にて開催されました。

安城RCサポートからの参加は安城学園インターアクトクラブの部長と

幹事の二名でした。両名共この二日間で得たものは非常に大きかった

らしく、「私も来年RYLAスタッフをやろうかな」という感想を述べていました。

青少年奉仕委員長としてこれ以上の喜びはありません。

この二人はWWFにも自ら参加している積極派なのですが、代々の安城

RC青少年奉仕委員会の方々の努力が、安城学園インターアクトクラブ

にて実を結んでいることを実感できた次第です。

RYLA以外には、２０１６年７月１８日に“ウィルあいち”で開催された第２７回インターアクトクラブ年次大会へも今年

も参加致しました。この大会ではインターアクトクラブのメンバー全員が一体となって取り組み、素晴らしい発表を

行っておりました。

また毎年の行事となっておりますが、インターアクトクラブ全員が例会に参加し、安城RCメンバーと交流を図ること

ができました。

本年度の青少年奉仕が充実したものになりましたのも、ひとえに安城RCメンバー、事務局、そして安城学園の先

生方のご協力のおかげです。一年間ありがとうございました。

委員（副）成田孝則

今年度、国際奉仕委員会の最大の活動は富岡会長の意向により安城市
姉妹都市であるオーストラリアのホブソンズベイを訪問しました。日程は
2016年10月13日〜18日、会員13名の参加で安城国際交流協会と連携し
現地ロータリークラブと交流しました。クルーザーでの船上パーティーで想
像以上の熱い歓迎を受け、プレゼント交換など言葉の壁を超え大変盛り上
がりました。また、今年の60周年企画の絵画募集コンテストも、応募参加
の依頼をするなど、今後も交流を続けたいと思います。他には定例活動と
しての海外留学生の作文の審査などを行いました。

委員（副）石川徳重・清水正幸・竹内通裕



■　出席委員会

　

■　雑誌委員会

　

■　会場委員会

　

■　ロータリー情報委員会

　

　

岩井　春次君

平井　弥生さん

小野田　真代さん

都築　雅人君

本年度目標、出席率１００％を掲げましたが、今だ一度も達成することができず、

私の力不足だと思い反省しています。残りあと数回となりましたが、罰則をもうけて

なかば強制的にお願いをするという方法もあるかと思いますが、それでは会長方針

「笑顔を共有しよう」という基本方針と相反するため、次週、出席することの難しい

方は、事前のﾒｰｷｬｯﾌﾟ等などをして頂き、１００％達成のご協力をお願いいたします。

また今年度改革の一つ良い点は、出席受付のﾃｰﾌﾞﾙをｴﾚﾍﾞｰﾀより１０ﾒｰﾄﾙぐらい

遠くに設けることで、皆さんの笑顔の表情が確認しやすくなり、私どもも余裕ができ

笑顔で声かけをしやすくなりました。くどいようでございます

が残り数回の出席率をぜひ１００％になるように、ご協力をお願いいたします。以上で事業報告とさせていただきます。

一年間ありがとうがとうございました。 感謝します。

委員（副）市川護 ・杉本汎平 ・石川博 ・東隆将 ・梶岡義孝

本年度の雑誌委員会では、愛知県内のロータリーの方の記事を中心に

ご紹介させて頂きました。

私自身勉強になり、成長させて頂くことができました。

ロータリーの友の紹介をご協力してくださった入会３年未満の会員の皆様、

また委員会の鳥居さん、勝見さんの支えがあり委員長を務めさせて頂くこと

ができました。

皆様１年間ご指導、ご協力有難うございました。

委員(副)鳥居博行・勝見乙平

ロータリー情報委員会は、事業計画に則り、入会３年未満の会員について、以下の

３点について活動をしました。

１）平成２８年１２月９日、例会後、研修会を行いました。伊丹ＲＣの深川純一氏の著作

「純ちゃんのコーナー」に基づいて、「ロータリアンとは」「例会について」「ロータリーソン

グ」などについて勉強会を行いました。

２）平成２９年３月１０日の例会ではクラブフォーラムを担当しました。

新入介会員にあらかじめ、資料を渡し、「ロータリーの友の歩みについて」「ＲＣＣについ

て」「インターアクトについて」、「例会及び例会出席について」「ロータリアンとは」「米山

奨学会・米山奨学金・奨学生について」という内容を解説をして頂きました。ロータリー

の本質や我が安城ＲＣクラブが実際に行っている事業について学んで頂きました。

３）平成２９年３月３０日には、ファイヤーサイドミーティングを開催しました。前年度好評であった「ロータリアンの滑らな

い話」をテーマに出席者の貴重な体験談を聞かせてもらい、大いに盛り上がり、親睦が深まったと思います。

委員（副）永谷文人・神谷明文

本年度の会場委員会は、会長方針の『地域社会に貢献し、笑顔を共有しよう

～Let’s smile together～』にのっとり、明るく楽しい会場設営をモットーに取り組

んでまいりました。

地域社会の貢献においては、例会時の食事を、今までどおりの業者さんに加

えて、地元の業者を３社ほど採用いたしました。

内容にばらつきがありましたが、結果として貢献できたと思います。

また、明るく楽しい例会設営においては、会場委員全員が楽しみながら司会

進行などできたと思います。

奥田副委員長、大嶽さん、大見さん、藤井さん、小林さん、一年間本当にあり

がとうございました。

委員(副)奥田法行・大嶽岩雄・大見宏・藤井英樹・小林喜司男


